ERR NR 時 時 時 昌 前 昌 昌 時 昌 自前 時 昌 昌 還 昌 前 時 時 時 昌 昌 時 時 時 前 昌 時 前 昌 時 時 邊 時 時 時 正章 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 昌 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 昌和 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 生前 時 時 時 時 時 時 生生 時 時 時 時 時 午 時 時 時 時 自重 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 昌明 時 時 時 時 時 昌明 時 時 き 
る ゃ 


お 願い @ 温度 の 影響 に より 、 器 具 か ら 若 干 の 収縮 ノ 膨 張 に よる キシ ミ 音 が する こと が あり ます が 、 AE : 
@ | ED 光源 に は バラ ツキ が ある た め 、 同 一 形 名 商品 で も 商品 ご と に 発光 色 、 a が あり ます が 、 当 で は あり ませ ん 。 : < ARP 
@ 照射 距離 が 近い 場合 や 照射 面 な ど に よっ て 光 ム ラ が 気 に な る 場合 が あり ます の で ご 了承 くだ さ 


安全 上 の ご 注意 








: 必ず お 守り くだ さい 。 
CCD COO CAAA ORRONS RET SLIS DT MROMORRGOLDLE 人 へ の 廊 害 、 財産 へ の 損害 を 防ぐ た め お 守り いた だ く こ と を 説明 し て いま す 
の 定 よ 清 掃 ) Oo a と W プ コ = ロロ — 5 ニッ クベ ヽ レン ざ 遇 ーー リー 2 三 P 1 

⑯ ラジ オ 、 テ レビ や 赤外線 リモ コン 方 式 の 機器 は 、 隊 明 器 具 か ら 離 し て ご 使用 くだ さい 。 雑音 が 入っ た り 、 正 常に 動作 し な い 場 合 が あり ます 。 : ト ツ ュー 族 人 バー 人 月 (屋内 用 ) 誤っ た 使い か た で 生じ る 内 容 を 、 次 の よう に 区 分 し て 説明 し て いま す 。 

@ 同時 通訳 な どの 誘導 無線 を ご 使用 に な る 場合 、 AM 211 監 生 「 死 亡 ま た は 重傷 を 負う お それ が ある 」 内 容 。 

@⑯ 安全 上 、 LED 光 源 を 直視 する こと は お や めく だ さ = 

6 記 当 の 計 光 補 %) と 日 の 感じ る 明る さ の 剛 作 は 私 し な い 場合 が あり ます 。 : 事 説明 書 ぉ ょ び 取 扱 説明 書 注 意 「 埋 作 負 う 、 ま た は 財産 に 損害 を 受け る お それ が ある ] 内容 。 
@ 詞 光 器 に より 調 光 動作 の 状況 が 異な る 場合 が あり ます が 、 故障 で は あり ませ ん 。 ; = 一 er En 
CEE EP EEE 5 守り いた だ く 内 容 の 種類 を 、 次 の 図 記号 で 
/N 帳 明 器具 に は 寿命 が あり ます 。 設置 し て 10 年 経つ と 、 外 観 に 異常 が な く て も 内 部 の 劣化 は 進行 し て いま す 。 点検 、 交 換 を お すす めし ます 。 : 断熱 材 施工 不可 QO し て は いけ な いこ こと 。 @ し な けれ ば な ら な いこ こと 。 
* 使用 条件 は 周囲 漏 度 30 じ 、1 日 10 時 間 点 灯 で す 。 AA 


安全 に  @ 周囲 温度 が 高い 場合 、 点 灯 時 間 が 長い 場合 は 寿命 が 短く な り ま す 。 
関す る 。@] 年 に 1 回 は 、 [安全 チェ ッ ク シ ー ト 」( 当 社 ホ ー ム ペー ジ か ら ダ ウン ロー ド で きま す ) に 基づき 自主 点検 し て くだ さい 。 
ご 注意 3 年 に 1 回 は 、 工 事 店 等 の 専門 家 に よる 点検 を お 受け くだ さい 。 点検 せ ず に 長 時 間 使 い 続け る と 、 ま れ に 発煙 、 発 火 、 感 電 な ど に 至る お それ が あり ます 。 


RNNRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRCRRRRRCRCRCRRCRCRCORCRCRCORCRCRCRCRRCRCRCRCRORRCRRRRRRRCRRRRCRRCRCRCRORRRRCRRRRRRCRRRSRRRSRRRRSRRCRRCRSRRRRRCRORCRRCRRRCRCRRRRRRRRRSRRRRRCRCRCRCRCORCRCRCRCRRORCRRCRRRCORRRCRRRORORRRORRRRRRRRRRRR 


お 手入れ @ こ の 器具 は 、 ア ンカ ー ボ ルト 吊り 下げ 器具 で 


a 
(指定 以外 の 取り つけ を お こ な う 場合 は 、 必 ず 設 置 面 の 強度 を 確認 する こと 。 
@ 器具 の お 手入れ は 、 乾 いた 柔らか い 布 で 軽く 拭き 取っ て くだ さい 。 汚れ が ひど いと き は 、 ネ ル の よう な 柔らか い 布 に 、 水 や ぬる ま 湯 、 ま た は 1 一 296 に 
うす め た 中 性 洗剤 (例え ば 台所 洗剤 ) を 浸し 、 よ く 絞 っ て か ら 、 汚 れ た 部 分 を 軽く 拭き 取っ て くだ さい 。 LM 被せ た り 、 燃 え や すい も の を 
@ 本 体 や ライ トモ ジュ ー ル を 水洗 いし た り 、 金属 部 分 を クレ ン ザ ー や た わし で 磨 か な いで くだ さい 。 DL-MK400W 


シン ナー、 ベ ンジ ン な どの 有機 溶剤 、 ア ルカ リ 、 展 酸 性 、 塩 素 系 洗剤 で は 拭 か な いで くだ さい 。 @ 肖 有 物 と 名 只 は OcmD 下 に 近づけ な い 、 
日 92 ー 皮 、 布 地 な 和 ち 」 の お それ が ある 物 に 上 時 する 場合 は 


= と くに 明 
保証 と アフ ター サー ビス 。 よ < おぉ お 読み くだ さい ) が 必要 。( 和 物 の 炎 、 変色 、 補 の 放 ) 
@ 器具 を 改造 し た り I 
修理 を 依頼 され る と き は 


(器具 落下 、 感 電 、 火 人 
@ 械 事 、 修 理 の と き 以 外 は 分 餅 し な い 。 (器具 落下 、 感 電 、 火 災 の 原因 |) 





保証 に つい て 


DL-MK400M 
| 異常 が ある と さき は 使用 を や め て くだ さい 。 @ 保証 期間 … お 買い 上 げ 日 より 1 年 間 で す 。 @ 器 具 に 他 の 荷重 を か け な い 。( 落 下 、 感 電 、 焼 損 の 原因 ) 
eo ここ ーー 保証 書 が 必要 な 場合 は 販売 店 (工事 店 ) ま で お 申し 出 く だ さい 。 @ こ の 器具 は 湯気 の 多い 場所 、 お よび 直接 雨 が か か る 場所 で は 使え ませ ん 
ノ お 買い あげ の 販売 店 (工事 店 ) に 次 の こと を お 知ら せく だ さい 。 (湯気 の 侵入 (に よる 絶 緑 不 良 、 感 電 の 原因 ) 


品名 : モジ ュー ルル 形 照明 黒板 条 ・ 形 名 : ( 聞 板 ラベ ル に 記載 の 形 名 ) 
お 買い あげ 日 (年 月 日 ) ・ 改 障 の 状態 MM 
ご 住所 (付近 の 目印 も 合わ せ て お 知ら せく だ さ い ) 


お 名 前 ・ 電話 番号 。 ・ ご 訪問 希望 爺 頁 事項 に つき まし て は 、 保 証書 、 ま た は カタ ログ を ご 参照 くだ さい 





@ 住宅 の 断熱 材 施工 天井 で は 使え ませ ん 。 
保証 の 免責 事項 住宅 以外 の 断熱 施工 大 井内 に 使用 する 場合 に は 
a DL-MK300N.DL-MK400N | 断熱 材 ・ 防音 材 の 施工 方 法 に つい て |」 


(2 ペー ジ ) に 示す 施工 が 必要 で す 。 





OO 基本 特性 る ⑧ 取 りら り 付け は 、 お 買い 上 げ の 販売 店 、 ま た は 専門 業者 に 依頼 する 。 
本 体 共通 形 名 (一 般 の 方 の 工事 は 法律 で 禁じ られ て お り ま す ) 


ディ ー エ ル エム ケー ディー エ ル エム ケー @ お 手入れ の 際 は 、 必 ず 電 源 を 切る 。( 感 電 の 原因 ) 
DL- MK300N DL - MK400N @ 煙 、 臭い な どの 異常 を 感じ た ら 、 す ぐに 電源 を 切る 。 


(感電 、 火 災 の 原因 ) 
a ー エ ル エム ケー 工事 店 、 お 買い 上 げ の 販売 店 に ご 相談 火 く だ さい 。 


販売 店 名 


電 話 ( 


お 買い あけ 日 
2 


調 光 方 式 | PWM 調 光信 号 方 式 (1kHz.11V 


調 光 撤回 DL- MK400M e 詳 上 の 取り 付け は 、 下 工事 士 の 資 柏 の ある 方 が 「 電 所 設備 に 関す る 技 





術 大 準 ] 、 | 内 線 規 定 ] 、 お よび 、 本 説明 書 に し た が う 。 
イー = (取り 付け に 不備 が ある と 器具 落下 、 感 画 、 火 災 の 原因 ) 


DL- M K400W RR 2 


中 
a A 0 の 原因 


a で す 。 
を 超え る と 発熱 、 火 災 の 原因 ) 





ライ トモ ジュ ー ル 


















5000K Fa84 の Ra84 
| DLM50OW_ 
入力 電圧 (V) 242 | 100 | 200 200 | 242 | 100 
入力 電流 (A) |0.19|0095|0. .38|0.19|0.16 0.86 |0.13|0.11 |0.51 | 0.25 |0.81 |0.19|0096|0 0.1310.11 10.51 
消費 電力 (W) 5118.8|18.4|37.5 |36.5136.8 |25.6 |85.0|25.1 |51.0149.0|49.0 |18.8| 18.5 25.0|25.1151.0 





た 





3 


「 適合 フイ トモ ジュ ー ル 「 適合 ラフ イト モジュール 


DL-MK300N: DL-M300N/W/L | DL-MK400N : DL-M400N/W ル 















































W 
下 
MI 










} 


2 
押 


' DL-M301N DL-MK400M DL-M401N 


a 「DLM310N | DL.Mk400w. DL-M410N ex 電源 周波 数 は 50Hz 、6OHz 共 用 で す 。 電源 
ーー LDLM500N/W ル DLM600N/WL 〔 本当に 記載 さ れ て いる 直 ま 10% で 使う 


' DL-M501N 「DL-M601N D 電源 ユニ ッ ト 、 器 具 な どの 短 寿命 、 火 8 の 原因 ) 


入力 電圧 (V) 242 | 100 | 00 「 DL-M510N DL-M610N 


入力 電流 (A) 0.08|0.3410.17 


消費 電力 (W) .5117.5133.0131.8 
5000K Ra84 


DL-M31ON DL-M410N DL-MS1ON DL-M610N 


どら 00 124 ら 1 100 
0.2310.19]10.19 
42.51482.5|18.8 






























































@ ライ トモ ジュ ー ル は 別売 で す 。 
0 @ 諾 具 の 一 部 が 破損 し た まま 使わ な い 。( 落 下 、 ケ ガ の 原因 
@ 器 具 の 下 に スト ー ブ 、 コ ン ロ な どの 発熱 物 を 置か な い 。 






































入力 電圧 (V) (火炎 、 落 下 、 器 具 の 変形 、 NN 
入力 電流 (A) 器具 を 洗剤 や 薬品 な ど で 拭 いた り 、 殺 虫 剤 を か けた り し な い 。 
消費 電力 (W) |16.3 [157 |15.7|35.8|34.4|34.4|20.0|19.3|19.3|46.8|45.0|45. お 客 様 へ ( 員 の 人 損 、 党 感電 な どの 必 ) 

る @ こ の 閑 a en ER LED 点 灯 時 、 お よび 消 計 直後 は 器具 に 触れ な い 。 

お 問い 合わ せ 先 取付 工事 は 必ず 電気 工事 店 に 依頼 し て くだ さ (高温 の た め 、 火 傷 の 原因 ) 

@ 一 筑 の 方 の 工事 は ; a ⑧ 一 表 屋 内 用 器具 で す 。 直 射 日 光 の 当たる 場所 、 湿 和 気 の 多い 場所 、 振 動 の ある 
メー ル で の お 問い 合わ せな ど シャ ー プ お 問い 合わ せ 6 9 場所 、 腐 食性 ガス の 発生 する 場所 で は 使わ な い 。( 感 電 、 落 下 、 サ ビ の 原因 ) 
シャ ー プ サポ ー ト ペー ジ @ 軒 下 、 屋 外側 通路 な どの 雨 の 吹き 込み を 受け る 場所 で は 使わ な い 。 

【 シ ャ ー プ サポ ー ト ペー ジ 】 http://www.sharp.co.jD/SuDpport/ 工事 店 様 へ - _ の 
使用 方 法 の ご 相談 な ど 回 定 電 | 電話 、PHS か ら は 、 フ リー ダイ ヤル 携帯 電話 か ら は 、 ナ ビ ダ イ ヤル @「 事 が 終了 し ま し た ら 、 本 説明 書 は 、 必 ず お 客 様 @ 器 具 を 密閉 し た 空間 に 設置 し な い 。 (発熱 、LED 短 寿命 の 原因 ) 
【 お 客 様相 談 室 】 【wg. 0120-508-562 ググ .0570-550-189 SO 0 0 {tnt〔t〔{〔uou> 了 @ 添 れ た 手 で 器具 を 取り 扱わ な い 。( 感 電 、 故 障 の 原因 ) 
頁 | le DE O @ ラ イト モジ ュー ル 交 換 は 、 電 源 を 切っ て か ら お こ な う 。 
画 フ リー ダイ ヤル ・ ナ ビ ダ イ ヤル が ご 利用 で き な い 場合 は 050-3852-5405 FAX の 場合 06-6792-5993 A A 港 電 、 政 坦 の 原 "5 明細 
画 ご 相談 受 5 本 説明 書 を よく お 読み の うえ 、 正 し く お 使 いく だ さい 。 
(ご 目 受付 時 間 ( 年 末年 始 を 除く ) 月 曜日 一 土曜 日 午前 9 時 一 午後 6 時 日 曜 二 祝日 午前 9 時 一 午後 5 時 5 人 @ 財 囲 温度 は 、 5~35 C の 範囲 で 使用 する よう に 設計 し て いま す 。 

ご 使用 の 前 に 「 安 人 生 上 の ご 注意 ] を 必ず お 読み くだ さい 。 (高温 で 使用 する と 火災 、LED 短 寿命 の 原因 ) 

ン ヤー ノ 株 式 会 社 本 説明 書 は 、 い つ で も 見 る こと が で きる 所 に 必ず 保存 @ 本 器具 は 、 必 ず シ ャ ー プ 指定 の ライ トモ ジュ ー ル (灯具 ) と 組み 合わ せ て 

し くく た ご 使用 くだ さい 。 


社 〒590-8522 大 阪 府 堺 市 堺 区 匠 町 1 番地 
TINSJA282SDRZ 19G - ⑤ 








器具 の 取付 万 法 


天井 板 (表面 )/ と アン カー ボル ト 先 端 と は 、 | 






取付 ピッ チ 970 

取付 ピッ チ 800 
800mm 210 
(ボル ト 取 り 付 け の 場合 8 








約 40mm 離 し て 下さ い 。 










1 

1 

1 
電源 用 端子 台 \ 調 光 用 端子 台 \、 2- 木 ね じ 用 穴 


年 源 用 内 (の 30 ブ ッ シ ン グ 欠 ) 


| | 昌和 赤く 法 (WXL) 
IDL-MK3OON| 150X1835 
DL-MK400N 60 X TES 
DL-MK400M どど り X 1 ど 35 
DL-MK400W う U00X1 ど 5/ 




















































































































ライ トモ ジュ ー ル (別売 ) 
コネ クタ ー 


(受電 側 ) 


| 取付 バネ 
取り 付け 前 の 確認 


る ⑧ 本 体 と ライ トモ ジュ ー ル の 質量 (最大 3.3kg) に 十分 に た えら れる よう 、 ホ ルト 取付 部 、 ま た は 木 ネ ジ 取 付 部 の 強度 及び 大 井 材 の 強度 を 確保 する 。 
取付 ポル ト は 、W3/8、 ま た は M10 を 使用 する 。 

る @ ボルト は 極端 な 終 め 出し に な ら な いこ と 。( ア ンカ ー ボ ルト の 場合 ) 

人 @ 天井 の 埋 込 穴 寸法 は 各部 な まえ の 右上 の 表 単 体 取 付 埋 込 穴 寸法 表 を 守る こと 。 


断熱 材 ・ 防 音 材 施 下方 法 に つい で 住 モ の 断熱 材 施工 天井 で は 使用 で きま せん 。 


住宅 以外 の 断熱 施工 大 井 で ご 使用 の 場合 の 施工 方 法 は 、 石 図 の 通り で す 。 
※ 電 源 線 は 断熱 材 ・ 防 音 材 の 上 側 に くる よう に 配線 し ます 。 













10cm 以 上 






断熱 材 ・ 防 音 材 ・ 可 燃 物 は 、 器 具 本 体 の 周囲 10cm 以 上 離す 。 に ト N 10cm 以 上 
断熱 材 ・ 防 音 材 の 上 部 は 20cm 以 上 必要 。 剛 、 ! 
防音 材 、 ' 





、 @ 不備 が ある と 、 器 具 沙 下 の 原 因 と な り ま す 。 
e 誤っ つた 施工 を する と 、 発 熱 ・ 短 寿命 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


本 体 の 取り 付け 


① 電 源 線 と アー ス 線 を 、 本 体 の 電源 口 か ら 引き 込む 。 電源 ブッ シン グ が つい て いな い 電 源 口 を 使用 する 場合 は 、 
必ず 、 電 源 ブ ッ シ ン グ を 取り 替え て くだ さい 。 


< に — 
CC 壮 点 




















② 天 井 板 (表面 ) と アン カー ボル ト 先 端 と は 、 約 40mm 離 す 。 本 体 を 取付 ボル ト で 確実 に 取り 付け る 。 5 
③ ナ ッ ト 締 付 後 、 ナ ッ ト を 締め る と 器具 が 変形 し て 器具 底面 が 天井 夏 に 入り 込み アン カー ボル ト が ーー 
器具 内 側 に 出 て きま す 。 締付け すぎ る と 、 器 具 が 変形 し 、 ラ イト バー が 入ら な く な り ま す の で 、 約 40mm 
締め つけ 過ぎ な い 様 に し て 下さ い 。 目安 と し て 、 下 記 の (1)、(2) の いづ れ か を 守っ て くだ さい 。 で ~ 本 








( 1) 下図 a の 数 値 が 、20mm 以 内 の こと 
q 


(2) 電 源 の 高 さ 以下 に な る こと 
電源 より 低い 





電源 





@ 内 部 配線 を 傷つけ な い 。 

@ 居 具 内 の 線 を 座金 や ナッ ト な ご ど で 挟 み 込ま な い 。( 器 具 の 落下 や ・ 感 電 の 原因 と な り ま す ) 

@ 縛 め 過 ざ ぶな い 。 ラ イト モジ ュー ル が 取付 で き な い (バネ が は ま ら な い ) 場合 は 、 締 め 過 ぎ が 原因 で す 。 ナ ッ ト を 
少し 緩め て か ら 、 ラ イト モジ ュー ル を 再度 取り 付け て くだ さい 。 


電源 線 ・ ア ー ス 線 の 接続 


D 種 (第 9 種 ) 接 地 工 事 が 必要 で す 。 
① 必 ず 端 子 台 近傍 の 電源 を 通す 。 
② 電 源 線 と アー スズ 線 を 確実 に 差し 込む 。 


= ーー J 
= 





配線 


解除 ボタ ン 


10~ 14mm 


適合 電線 の 1.6mm 
(単線 ) の 20mm 





e 接続 が 不 完 全 な 場合 、 火 炎 の 原因 と な り ま す 。 


調 光 器 と の 接続 


① 調 光信 号線 の 被覆 を 所 定 の 長 さ ( 右 図 参照 ) に スト リッ プ す る 。 
( 調 光信 号線 に は の 0.9、 の 1.2mm の 軸 負 単線 を 使用 する 。 よ り 線 は 使用 し な いで くだ さい ) 
※ 調 光 器 は PWM 調 光信 号 方 式 の も の を 使用 し て くだ さい 。 方 式 の 異な る 調 光 器 を 使用 し た 場合 
点灯 し な か っ た り 、 故障 に 至る お それ が あり ます 。 
④ 調 光 端 子 台 と 調 光 器 の 間 を 、 調 光信 号線 (2S 本) で 接続 する 。 調 光信 号線 を 接続 する 場合 は 、 人 
調 光 端 子 台 の 電線 皇 入 に 世 線 を 確実 に 奥 ま で 差し 込む 。 必要 に 応じ て 調 光 器 か ら の 負荷 出力 を 
電源 端子 台 に 接続 する 。( 軽 く 引っ 張り 、 接 続 の 状態 を 確認 する ) 
③ 調 光信 号 弧 を は すす 場合 は 、 電 源 を 切り 、 解 除 ボ タン を 指 で 押し 込ん で 、 調 光信 号 痕 を 引 さ 抜く 。 
※ 調 光 器 側 の 接続 に つき まし て は 、 調 光 器 の 取扱 説明 書 を ご 参照 くだ さい 。 


EE ay 

ライ トモ ジュ ー ル の 取り 付け 
ライ トモ ジュ ー ル の 沙 下 防止 紐 (の 本 ) を 本 体 の 切り 起こ し に 引っ つか ける 。 
電源 が 切れ て いる こと を 確認 し て か ら コ ネクター を 接続 し て くだ さい 。 

③ 本 体 の 開口 部 て ライ トモ ジュ ー ル の 端 部 ガイ ド を 合わ せる 。 

④ 取付 バネ が 付い て いる 辺り の ライ トモ ジュ ー ル の カバ ー サ イド を 手 で 持っ て 
まっ すぐ 押し 込ん で くだ さい 。(3 箇 所) 
取付 バネ が 本 体 に 取り 付く と カチ ッ と いう 音 が し ます 。 
※ 確 実に 取り 付け な いと 落下 の 原因 に な り ま す 。 





解除 ボタ ン 


の 0.9mm : 8 と 9mm 
の 1.2mm : 1 て 13mm 


適合 信号 線 
i 


開口 部 端 
切り 起こ し 





@ ライ トモ ジュ ー ル を 取り 付け る 際 、 ラ イト モジ ュー ル を 描 る な ど 変 形 べ せな いよ うに し て くだ さい 。 破損 する 恐れ が あり ます 。 


e ライ トモ ジュ ー ル は 真っ すぐ 垂直 に 押し 込ん で くだ さい 。 
QO 人 べ ベ 
斜め に 押し 込む と 、 取 付 バネ が 受け 側 の 外側 に 入り 、 装 着 で き な い 恐れ が あり ます 。 





=: 子音 
(= 


人 革 固定 金具 の 内 側 に 装着 され ます 
真っ すぐ に 押し 込む 


OH 


ーー 
ーー 


電源 取付 バネ ( 受 側 ) 電源 端子 台 調 光 端子 台 


送り 配線 を する 場合 い 


送り 配線 を する 場合 、 配 線 は 電源 の サイ ド を 通る よう に し て くだ さい 。 2 
ヽ 















































取付 け バ ネ の 上 を 通る 時 は バネ に ある OH 印 より 内 側 に 線 を 通し て くだ さい 。 




















@ 電源 線 や 送り 配線 が 、 取 付け バネ に 触れ な いよ うに し て 下さ い 。 
示 分 な 電源 線 は 電源 欠か ら 大 井 裏 に 押し 戻し て 下さ い 。 


ここ ーー コ 
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| 。、 
「 ラ イト モジ ュー ル の 取り 外し 方 

:① 電源 が 切れ て いる こと を 確認 し て か ら 作 業 を 開始 し て くだ さい 。 
i② ライ トモ ジュ ー ル を 手 で 支え 、 横 に 少し ずら す と 取外し 穴 が みえ ます 。 
i⑬ バネ 取外し 穴 の ある 辺り の ライ トモ ジュ ー ル 側 に 手 を 添え て 、 取 外し 穴 に マイ ナス ドライバー を 奥 ま で 押し 込む こ バ ネ が 外れ ます 。: 


(先端 8mm 以 下 ) 


:④ フライト モジ ュー ル を 手 で 支え 、 本 体 の 片側 に ある バネ 3 ヶ所 を 全て 外す と 、 ラ イト モジ ュー ル が は ずれ ます 。 





図 の よう に ライ トモ ジュ ー ル を 横 に 少し ずら し て “… 
取外し 穴 に マイ ナス ドライバー を 押し 込む 。 


@ ライ トモ ジュ ー ル を 取り 外す 際 、 ラ イト モジ ュー ル 
を 投 る な ど と 変形 させ な いよ うに し て くだ さい 。 
破損 する 恐れ が あり ます 。 

@ バネ は 、 端 か ら 順 番 に 外す よう に し て 下さ い 。 


こ ーー コ 
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